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1
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市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

パ
ソ
コ
ン
の
知
識
と
楽
し
み
を

広
げ
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。（
使

用
O
S
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
）

各
講
座
の
受
講
レ
ベ
ル
を
確
認

し
て
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
入
門「
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
」

パ
ソ
コ
ン
っ
て
な
に
？
か
ら
始

め
る
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
す
。
電
源

の
入
れ
方
か
ら
、
マ
ウ
ス
、
キ
ー

ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
基
本
操
作

を
中
心
に
学
び
ま
す
。

受
講
レ
ベ
ル　
パ
ソ
コ
ン
に
は
じ

め
て
さ
わ
る
方
、
基
礎
か
ら
勉

強
し
た
い
方

と　
き　
11
月
8
日
〜
22
日

毎
週
土
曜
日　

全
3
回

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

受
講
料　
4
千
円

○
入
門「
さ
わ
っ
て
み
よ
う
ワ
ー

ド
＆
エ
ク
セ
ル
」

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
2
0
0
3

を
ひ
と
つ
の
講
座
で
行
い
ま
す
。
両

方
の
ソ
フ
ト
を
短
時
間
で
習
っ
て

み
た
い
と
い
う
方
に
お
勧
め
で
す
。

受
講
レ
ベ
ル　
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ

ー
ド
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
習
得
さ
れ
て
い
る
方

と　
き　
11
月
6
日
〜
27
日

毎
週
木
曜
日　

全
4
回

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

受
講
料　
7
千
円

○
入
門「
は
じ
め
て
の
フ
ォ
ト
シ

ョ
ッ
プ
エ
レ
メ
ン
ツ
」

フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
エ
レ
メ
ン
ツ

2.0
を
使
用
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
で
撮
影
し
た
画
像
の
編
集
や
加

工
な
ど
、
基
本
の
操
作
方
法
を
学

び
ま
す
。

受
講
レ
ベ
ル　
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ

ー
ド
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
習
得
さ
れ
て
い
る
方

と　
き　
11
月
18
日
・
25
日
の
火

曜
日　

全
2
回　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

受
講
料　
3
千
円

市
民
パ
ソ
コ
ン
工
房

○
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
年
賀
は
が
き

を
作
ろ
う

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
・
ワ
ー
ド

2
0
0
3
の
使
い
方
を
覚
え
な
が

ら
、
年
賀
は
が
き
の
作
成
方
法
を

学
び
ま
す
。
12
月
も
同
一
講
座
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

受
講
レ
ベ
ル　
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ

ー
ド
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
習
得
さ
れ
て
い
る
方

と　
き　
11
月
21
日
・
28
日
の
金

曜
日　

全
2
回

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30

分
受
講
料　
500
円

【
各
教
室
・
工
房
共
通
】

と
こ
ろ　
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー　

情
報
研
修
室

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

で
、
講
座
日
程
の
す
べ
て
に
参

加
で
き
る
方

定　
員　
18
人（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

そ
の
他　
受
講
料
に
は
テ
キ
ス
ト

代
を
含
み
ま
す
。

申
し
込
み　
10
月
20
日
㈪（
必

着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク

ス
、
あ
い
ち
簡
易
電
子
受
付
サ

ー
ビ
ス（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

で
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
区
分（
例
：
50
代
な
ど
）・

電
話
番
号
・
希
望
の
講
座
名

を
明
記
の
上
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
セ
ン
タ
ー
「
市
民
パ
ソ

コ
ン
教
室
・
工
房
係
」（
〒
443-

０
０
３
４ 

港
町
17-

17 

FAX 
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１
８
１
７ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nrc.gam

agor
i.aichi.jp/school/pcschoo
l/index2.htm

l

）へ
。

後
日
、
受
講
案
内
の
ハ
ガ
キ
を

送
付
し
ま
す
。

割　
引　
過
去
に
同
じ
講
座
を
受

講
し
た
こ
と
が
あ
り
、
初
回
受

付
時
に
講
座
使
用
テ
キ
ス
ト
と

同
一
の
テ
キ
ス
ト
を
持
参（
提

示
）
さ
れ
た
方
は
、
受
講
料
を

割
引
し
ま
す
。
な
お
、
割
引
を

受
け
た
場
合
は
、
テ
キ
ス
ト
を

配
布
し
ま
せ
ん
。

11
月
の
割
引
対
象
講
座
は
、「
さ

わ
っ
て
み
よ
う
ワ
ー
ド
＆
エ
ク

セ
ル
」で
す
。

ミニ統計（H20.9.1現在）

人口 男 40,128人 （＋12）

女 41,349人 （＋ 4）

計 81,477人 （＋16）

世帯数 28,634 世帯 （＋13）

（　）は前月との比較

2008.10
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0
1
1
0

自
転
車
の
盗
難
が

多
発
し
て
い
ま
す

〜
ツ
ー
ロ
ッ
ク
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
〜

蒲
郡
市
内
で
は
、
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
自
転

車
が
盗
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
番
の
原
因
は
、

鍵
の
か
け
忘
れ
で
す
。
た
と
え
自
宅
の
付
近
や
、

短
時
間
の
駐
輪
で
あ
っ
て
も「
ま
ず
鍵
を
か
け

る
」習
慣
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
鍵
を
か
け
た
か
ら
と
い
っ
て
も
、
自

転
車
に
備
え
付
け
の
鍵
だ
け
で
は
不
十
分
で

す
。
1
カ
所
だ
け
で
は
、
簡
単
に
壊
さ
れ
盗
ま

れ
て
し
ま
い
ま
す
。「
し
ま
っ
た
」と
思
う
前
に
、

皆
さ
ん
の
工
夫
と
防
犯
意
識
で
自
転
車
の
盗
難

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
の
盗
難
防
止
の
た
め
に

・
短
時
間
で
も
、
必
ず
鍵
を
か
け
る
。

・
鍵
は
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど
を
利
用
し
て
、
二
カ

所
以
上（
ツ
ー
ロ
ッ
ク
）か
け
る
。

・
明
る
く
、
見
通
し
の
良
い
駐
輪
場
に
止
め
る
。

・
自
転
車
防
犯
登
録
を
す
る
。

ま
た
、
オ
ー
ト
バ
イ
に
は

・
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
か
け
る
。

・
グ
ッ
ド
ラ
イ
ダ
ー
（
オ
ー
ト
バ
イ
）防
犯
登

録
を
す
る
。

※ 

防
犯
登
録
は
、
盗
難
防
止
や
放
置
自
転
車
の

一
掃
に
役
立
つ
ほ
か
、
盗
難
や
紛
失
の
場
合

な
ど
に
持
ち
主
に
戻
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

携帯電話用
蒲郡市ホーム
ページアドレス


